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＜連絡事項＞

· 本日17：30～看護グループ研修あり。参加希望者はＷＩＺにて出席入力する事。

＜事例検討＞

倉石　ヨシエ様（78）統合失調症　　デイケア利用：8年10ヶ月　　出席率100％

検討内容　治療計画評価・見直し

治療計画

1 高齢による下半身の体力低下を防止する為、運動プログラム等は下半身を強化するように実施。

2 テーブルに臥せて居眠りされている時間を少なくできるように声掛けを行い、生活リズムの乱れを防止していく。

計画評価
1 について

・現在の体重63kg（BMI　30）。食事摂取量は少なく、「便にそのまま出るから」という理由で食物繊維を摂取しようとしない。食事形態の変更もいらないとの事。

・青陽館内の移動ではエレベーターを使用することは無く、階段で移動する事が出来ている。

・エアロビクスでは椅子に座って手足を動かすなどの参加をしている。

・歩行時は自分でバランスを取りながら歩行できているが、立ち止まった時にバランスを崩して

しまい、よろめく事がある。

2 について

・青風荘でのプログラム終了後に来所すると、疲労感からテーブルに臥して過ごし、1日を通してデイナイトケアのプログラムに参加しないことがある。

・塗り絵などの手先を使用するものには集中して取り組む事が出来ている。

・座学でのプログラムはテーブルに臥せて閉眼している事が目立つ。

・不調時の神様に関する発言は変わらず聞かれている。

・デイナイトケアで1日を通して臥して休んでいる日にも、夜間の睡眠はとれているとの事。

今後の治療計画

①②共に継続していく。
＜ＳＳＴ報告・検討＞

デイケア水曜日

テーマ　　：「家族へ電話したが、用件を上手く話す事が出来なかった」（船場様）

実際の場面：話す内容をメモに書いているが、違う話で盛り上がってしまい用件を伝える事が出来なかった。

状況設定　：19：30～20：30に電話して、小遣いを通帳から引き落とした事を報告する

配役　　　：家族⇒巴様、本人⇒船場様

ロールプレイ実施後の感想：ちゃんと用件を伝える事が出来ていた

もっと良くする為に：

· 夜間電話しているため、夜の挨拶を行った方が良い

· 電話口の為、大きな声で言った方が良い

2回目のロールプレイ実施後の感想：

· 1回目で意見された部分は改善されていた。

· 電話終了時の挨拶も追加されていた。

もっと良くする為に：話が長くなってしまう為、的確に伝える事が出来ればよかった。

デイケア木曜日

テーマ　　：「問診での先生との話の仕方」（上川原様）

実際の場面：実際場面で特に困った点は無く、上川原様から上記のテーマであればＳＳＴになるのではないかと発言あり実施。

状況設定　：診察時に、診察室へ入室してから退室するまでの応答。（医師からの質問に答える）

配役　　　：先生⇒平（京）様、本人⇒上川原様、看護師⇒東海林様

ロールプレイ実施後の感想：

· お互いに相手の顔を見ながら話をしていた。（上川原様）

· 内容が詳しくてよかった。（平様）

· 臨場感があった。（東海林様）

· 会話がスムーズだった。（赤坂様）

もっと良くする為に：なし「是でよかったと思うから特に無い」（東山様）

デイナイトケア火曜日

テーマ　　：「その場を立ち去る」（スタッフ）

実際の場面：用がある時・都合が悪い時・トイレや風呂や外来へ行く時

立ち去り方：話題を変える・話をそらす・真面目な顔で対応する

状況設定　：忘年会でお酒を勧められたが、断ってその場を離れる。

翌日も職場で会う為、嫌な気分にならないようにする。

配役　　　：お酒を勧める⇒スタッフ、断る⇒小笠原様（眠っていた為、スタッフが小笠原様を指名）

ロールプレイの様子：

· 「少しだけなら」と誘いに乗ってしまいそうになっている。

· 小笠原様がニヤニヤしており、言葉が出て来ない為他者から“トイレに行くと言えば良い”“用事があると言えば良い”等の声を掛けられていた。

ロールプレイ実施後の感想：

· 優し言い方で断っていた。

· 温厚な感じがした。

もっと良くする為に：

· 毅然とした態度で断った方が良い。

· 断るセリフをしっかりという事が出来ればよかった。

2回目のロールプレイ実施後の感想：

・1度目と変わりが無かった為、同じ意見が挙がっている。良くする点も同じ意見が挙がっている。

デイナイトケア木曜日

テーマ　　：「その場を立ち去る」（スタッフ）

実際の場面：トイレに行く時・食前薬を飲む時・飲水時・外来へ行く時

袴田様が外来受診へ向かう時に声を掛ける事が出来ない。「言っても聞こえない」と袴田様から発言あり。

状況設定　：外来受診へ行く時に、「看護婦さん、外来へ行く日なので外来に言って来ます」と声をかける。

配役　　　：スタッフ⇒小野寺様、本人⇒袴田様

ロールプレイ実施後の感想：

· セリフをしっかりと言う事が出来ていた。

もっと良くする為に：

· 声が小さくて聞こえなかった。

2回目のロールプレイ実施後の感想：

· 少し声が大きくなっていた。

もっと良くする為に：

· 2度目も声が小さく聞こえない。

· 聞こえないのならスタッフの近くに来て話せば良いと提案。（高橋(洋)様）

※高橋(洋)様が、ロールプレイを行っている最中に「薬を飲みます」と横を向いて断ったまま席を離れる事あり。場の雰囲気に合わせて、“すみません”等の声を掛けるよう説明している。

検討

・ロールプレイを行っている間に、予定していたものと流れが変わってしまったら指摘しても良いのか？

⇒実施中であっても小声で指摘して方向性の修正を行っても良い。

· 行った内容を宿題とする事で参加者がテーマを意識して参加することが出来る。

· スタッフ２名で実施する際には、スタッフ同士が相談する事でＳＳＴの流れを守りながら進行する事が出来る。

＜利用者様情報＞

· 細越　定生様～面談実施している。

内服：「時々飲まない」「週1回くらい忘れる」と話される。

食事：「1回1合食べている」「惣菜を買って好きな物を食べている。」「間食は殆どしていないが、チキンカツを食べている。1年に10個も食べていない」と話しているが、チキンカツは1度に3個購入し少しずつ食べているとの事。食べるペースとしては、1時間置きに1個ずつ摂取しており、空腹感により摂取してしまうと話している。

運動：「家では特に運動していない」「近所のスーパーに行く時も、人に合いたくないからバイクで行っている」と話す。

ダイエット：自分なりに頑張っており体重は増加していない、食事の振り返りは必要ないと話す。

声の大きさ：周囲にあわせて調整する事が出来ていると振り返っている。スタッフに対して大きな声で話をしており周囲が威圧感を感じている事については、「たてつくのはスタッフだけだ。スタッフは権力者だと思っているから話をする」との事。場にそぐわない声量の時がある事を伝えると、「何日の何時何分ですか？はっきり行ってくれないと困る」と話している。

⇒今後の対応について一覧を作成している為、一覧を確認して対応する事。声量についてはその場で指摘し、詳細をカルテへ記載し残しておく事。又、何かあった際には日誌へも記載していく。

· 繁名　和恵様～来所時から体調不良や幻聴を訴えており静養室利用して過ごす。午後からは活動へ

参加すると話しているが、昼食後「全身が打撲になって痛い。」と訴え静養室利用希望あり。打撲となるような活動は行っていないこと、検査上身体の異常はなかった為、不調は精神的な物によることを説明し、気分転換を兼ねて活動へ参加するよう説明。

⇒静養室利用時には時間を決めて利用して頂き、活動への参加も行う事が出来る

ように関わりを持つ。

· 川村　享　様～デイケアに来てから他者と交流を持っていないと話しており、以前作業所を利用し

ていた時には周囲といつも交流を持っていたと話している。周囲から話し掛けられても、本人が話をしない為周囲も交流を持ち辛い様子見られている。

⇒スタッフが仲介して他者と交流を持てるように図っていく。

· 田中　一　様～昨日就床前薬を忘薬したと報告あり。今朝早朝覚醒したとの事で、早目にデイナイ

トケアへ来所。日中に眠気を訴えてくる事は無い。

⇒忘薬した分の薬を持参している為、本人へ外来受診時に病院へ戻すよう説明し

持ち帰っていただく。

· 中村与一郎様～起床困難であることを訴え、最近朝の放送が流れないと起きる事が出来ないとの事。

内服薬が強すぎるのかと相談あり調べて欲しいと希望あり。明日外来受診日である為、担当医へ相談してみるつもりであると話している。

⇒青風荘の担当へ一度相談するよう説明し、青風荘へ情報提供する。

＜外来情報＞

· 田名部一樹様～起床困難を訴えているが、担当医からは一番軽い眠剤を処方している為、日中に

眠気が残る事は考えられない事を説明。眠剤から安定剤へと内服調整する事が出来る事を説明するが、本人が様子を見ると話されている。

· 島浦美千男様～前腕や背部に湿疹があり、1週間前から掻爬してしまい、以前処方されたデルモ

ゾールＧ軟膏を塗布しているが治癒しないとの事。担当から皮膚科受診するよう

説明あり、関係機関へ情報提供行っている。

· 久保　興介様～就労に向けて行動するのはまだ早いか確認している。デイケアの出席も不完全で

あり状態に波がある事を振り返っており、デイケアでの対人能力など様子を見るよう説明している。

· 関　　秀治様～以前マリエントの見学の話があったが、その後青明舎から何も連絡がないとの事。

· 荒木地和弥様～マナクリニックの血液検査データを持参している。罹りつけ医院の先生からも太っ

た事を指摘されたとの事。
















